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○ 開学15周年を迎えた今年は,短 期 た学部
に生活科が新設されたのに続いて,名 古屋
校舎での法経学部専門課程1!同講が実施 され
た。学部の2本 建て制はいろいろ不部合な
点を伴うが,な かでも名iili校,rの諸君が
研究所の利用に不 自山する事は致命的であ
る。
この欠陥をい くらかでも救済する意味 も
あつて,本 年11月には開学15周年を記念 し
た学内3研 究所合同研究報告会が,豊 橋 ・
名古屋両校舎で開fl盆され,イ研 究所からは
彙報に別記したよ うに歌川 ・川越両i)r!が
報告 した。
○ 研究所および研究所員の研究が単に紀要
をつうじてのみな らず,さ まざまな手段と
方法とによつて発表されるために,研 究所
ではこれまでもたびたび所員の研究発表会
を開いてきたが,そ れ らの多くは所員和互
に発表しあう形式の ものであつた。今年は
さきの3研 究所合同研究報告会 に つ づ い
て,1月 には本研究所の公開研究発表会が
予定されている。 こうして我々の成果は文
字を通 して,言 葉を通 して,発 表され続け
てい く。
○ 研究所の対外サービス活動の1つ として
は じめた古文㌔1芋講習会は,今 夏も盛会の裡
に第2回 目を終えた。毎年受講 される約50
人の中には,地 方史の編纂員あり,学校の
先生あり,主婦あり,大学生あり,と多彩
だが,こ れらの何人かが近世文書の取扱い
に役 ウ:ておられるとい うニュースに,我
我は準備の苦労 も忘れてまた第3回 目を計
画している。
○ 研究所のなかで最大の共同研究態勢を組
んでいる,社 会学関係グループに対する文
部省研究助成金が割 り当てられなかつた。
そのため,本紀要の巻頭を飾る予定であつ
たこの中間発表が延期せざるを得ない事に
なつた。加えて諸物価の値上 りムー ドは各
発表者の割当頁数を減少させ,か くて今輯
は紀要創「11以来の少頁を記録 した。
○ 実態調査を中心とする実証的研究に主力
をおいた本研究所ならびに所員が,や や も
すればとまどうような 「不可解な事件」が
頻発する。 この中にあつて我々 は ます ま
す,ti本当の姿"を探 り出す努力を続けて
いかなければならない。
我々の研究活動に対する大方の御指導と
御協力をせつにお願いする次第である。
(Y.M.)
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